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研究会運営

氏名 所属

部会長 木村 恵己
（きむら よしみ）

ENEOSシステムズ株式会社

副部会長 三好 寛
（みよし ひろし）

株式会社ＮＴＴデータ

副部会長 清水 祐一
（しみず ゆういち）

東京海上日動システムズ株式会社

フェロー 田邉 正則
（たなべ まさのり）

株式会社西友

JUAS事務局 五十井 薫
（いかい かおる）

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会

JUAS事務局 張 軒棟
（ちょう けんとう）

一般社団法人 日本情報システム・ユーザー協会

今年度の部会長／副部会長／フェロー／事務局の紹介



本研究会の目的・ゴール

募集要項より（本研究会の目的・ゴール）

一人一人の悩み等を共有して、
チームメンバの“経験・知見・想い”によって

（コミュニティの場を使って）
解決を図っていただきたいと思います

目指すコミュニティの姿（イメージ）

こういう考え方で
どうかな？

うちでも
取り組んでるよ

悩み

答えが無いので
一緒に考えよう

ヒントになる
事例を知ってるよ



2022年度の活動について

＃ 開催予定日 開催場所

1 6/27（月）15:00-17:00 チームでなじむ JUAS会議室

2 7/27（水）15:00-17:00 活動計画策定 オンラインに変更

３
各コミュニティ活動 ：2022年8月～2023年2月 (*1)
開催頻度 ：各コミュニティで決定
活動時間目安 ：1時間×隔週×6ヶ月＝約12時間

現地/リモート等は
各コミュニティで決定

４ 2023/3/17(金）午後 最終報告会 JUAS会議室

今年度の活動形態、スケジュール



参加時にアンケートを取得し・・・
希望活動テーマを第１～３希望でご回答いただきました

サービスマネジメント
Service Management

将来像
Future Image

＃品質を議論したい
＃サービスマネジメントを知りたい
＃システム運用を自動化したい
＃システム運用とITILを学びたい
＃開発における運用の関わり方
＃サービス提供に際しての役割分担と責任
＃システム運用のコスト管理/収支管理のあり方
＃運用の属人化が止まらない
＃事業効果を最大化するためのサービスマネジメント
＃開発プロセスの進化に合わせた運用とは
＃人不足の中で集中すべき業務とは

リスク
Risk

クラウド/先端技術
Cloud

人財
Human Resources

＃今どきのクラウドって？
＃クラウドの運用管理
＃運用管理ツールの最新動向
＃AI等の先端技術をシステム運用にどのように適用するか
＃クラウド運用管理の最新動向
＃オンプレとクラウドの運用管理の違い

＃リーダーシップとは
＃チームワークを醸成したい
＃リーダーになりたい
＃活き活きとした運用チームにしたい！
＃チームマネジメントを上手にやりたい
＃人間関係・心理的安全性
＃運用現場のモチベーション向上について
＃システム運用担当者のスキルアップ
＃将来を見据えた人材像と人材育成

＃サイバーセキュリティについて研究したい
＃高度化・多様化するサイバー攻撃にどう対峙するか
＃システム障害に向き合ってみた
＃セキュリティを高める運用方法とは？
＃サービスを止めないための運用とは？
＃システム運用とコンプライアンス
＃災害発生時のシステム運用の継続性について

＃ビジネス部門とシステム運用部門との今後の関係性
＃IT部門の存在価値とは？
＃これからの運用設計
＃企業として内製化を進める領域と強化方法
＃DXが進む世の中でのサービスマネジメントの在り方



今年度の活動チーム

合計 38名 を 5チームへ

• 第一希望 ３点、第二希望 ２点、第三希望 １点と重みづけ

希望活動テーマで、クラスター分析（ウォード法）

→ 関心のあるテーマが近い方でチーム分けしました

（補足）

• 同じ会社の方が、１つのチームにならないようにしました

• 「人脈を作りたい」を第一希望した方は、第二～三希望の内容で関連付けしました

（各チーム 7～8名）
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今年度の取り組み



2022年度の活動について

＃ 開催予定日 開催場所

1 6/27（月）15:00-17:00 チームでなじむ JUAS会議室

2 7/27（水）15:00-17:00 活動計画策定 オンラインに変更

３
各コミュニティ活動 ：2022年8月～2023年2月 (*1)
開催頻度 ：各コミュニティで決定
活動時間目安 ：1時間×隔週×6ヶ月＝約12時間

現地/リモート等は
各コミュニティで決定

４ 2023/3/17(金）午後 最終報告会 JUAS会議室

今年度の活動形態、スケジュール



幹事団チームの活動

幹事団では月に1回のペースで、
JUAS事務所（小伝馬町）で

幹事団主催の勉強会を開催しました。

開催予定月 テーマ（仮称） 講演者

2022年10月 障害管理の事例 ～FireFightActionの取組み～ 清水

2022年11月 デザイン思考による課題解決における着眼点 木村

2023年1月 デザイン思考による課題解決の実践 ～やってみて身に着けよう～ 木村

2023年2月 システム運用の今後の変化 ～運用業務の発展方向性～ 三好



障害管理の事例 ～Fire Fight Actionの取組み～

システム運用における障害管理のベストプラクティスについて講演/議論



デザイン思考による課題解決における着眼点・課題解決の実践

デザイン思考による課題解決の実践
～やってみて身に着けよう～

デザイン思考による課題解決における着眼点



システム運用の今後の変化 ～運用業務の発展方向性～

幹事団の考える「システム運用の将来像」について講演/議論



2022年度の開催模様「い」
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チーム「い」では
人材育成とリモートワーク時代の
チームビルディングについて研究



2022年度の開催模様「ろ」
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チーム「ろ」では
サービス（システム）運営で各メンバーが
抱いている課題について研究



2022年度の開催模様「に」
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チーム「に」では
障害事例を持ち寄り、意見交換会を実施



2022年度の開催模様「ほ」
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チーム「ほ」では
障害事例を持ち寄り、意見交換会を実施



2022年度の開催模様

17



18

2023年度のご参加を

お待ちしています！
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